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【科目】遺伝子工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・5 年次
【担当教員】

林 倶子

【授業目標・教育方針】
・遺伝子解析技術の基礎的知識があること
・遺伝子発現技術の基礎的知識があること
・遺伝子組み換え食品、医療などの DNA 技術の応用について関心を持ち、今後の進むべき方向について自分の意見を
持てること。

【授業概要】
遺伝子工学の歴史、遺伝子工学を支える技術の原理と実際。遺伝子工学を応用して発展している様々な分野の現状。
ポストゲノム時代の進むべき方向について。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：「ゲノム工学の基礎」野島博著　東京化学同人

【メッセージ】
・授業を休まないこと
・ノートをしっかりとること
・疑問点はその場で質問すること

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

【授業計画】（授業名：遺伝子工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 遺伝子工学の歴史 遺伝子、ゲノム、形質転換、遺伝子組み換え技術。
第 2 回 酵素群 DNA を細工する酵素群、タンパク質を細工する酵素群
第 3 回 ベクター 大腸菌を宿主としたベクター系、出芽酵母を宿主とし

たベクター系
第 4 回 宿主 宿主としてもつべき性質、大腸菌 K-12 株とその亜種、

形質転換
第 5 回 遺伝子解析 電気泳動、ブロッテイング、ハイブリダイゼーショ

ン、プローブ、塩基配列決定法
第 6 回 クローニング ライブラリーの作製、相同性クローニング、機能発現

クローニング、cDNA サブトラクション法
第 7 回 遺伝子発現 大腸菌を宿主とした組換え体の大量発現、酵母を宿主

とした組換え体の大量発現
第 8 回 中間試験
第 9 回 遺伝子産物 遺伝子の機能解析、転写産物 RNA の解析、発現され

たタンパク質の解析
レポート

第 10 回 RNA 工学 アンチセンス RNA、リボザイム、RNA 編集、タンパ
ク質工学、ペプチド核酸

第 11 回 遺伝子医療 遺伝子診断、ヒトゲノム間の相違の検出、遺伝子変異
の検出、遺伝子治療の原理、癌および血管病変の治療

第 12 回 技術の応用 親子鑑定、犯罪捜査、歴史の検証、ミトコンドリア
DNA、分子考古学、分子人類学。

第 13 回 生殖・発生工学 クローン動物、トランスジェニックマウス、幹細胞、
再生医療

第 14 回 組換え作物 高等植物におけるバイオテクノロジー、遺伝子組み換
え作物が抱える諸問題

第 15 回 ポストゲノム ゲノミクス、トランスクリプトーム、プロテオームと
プロテオミクス、倫理的諸問題

- 1 -


